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出
産
意
図
に
与
え
る
要
因
の
分
類
化
と
支
援
策
に
つ
い
て
の
考
察

佐

藤

晴

彦

一

は
じ
め
に

出
生
数
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は
、
基
本
的
に
結
婚
と
結
婚
後
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
区
分
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
前
者
の
結
婚
率
に
つ
い
て
見
た
後
、
結
婚
後
の
出
産
意
図
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
四
つ
の
枠
と
し
て
捉
え
て
み
る
。
次

に
そ
の
四
つ
の
分
類
方
法
を
検
証
す
る
。

検
証
済
の
分
類
に
よ
っ
て
政
府
の
支
援
が
子（
１
）供を
持
と
う
と
す
る
夫
婦
に
対
し
て
有
機
的
な
対
応
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
。

一

は
じ
め
に

二

出
産
意
図
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

二
―
一

結
婚
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

二
―
二

出
産
意
図
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

三

少
子
化
要
因
へ
の
対
応
策

三
―
一

民
間
・
企
業
活
動
に
対
す
る
支
援
状
況

三
―
二

企
業
に
対
す
る
支
援

三
―
三

政
府
支
援
の
状
況

四

各
支
援
策
に
つ
い
て
の
考
察

五

結
論
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二

出
産
意
図
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

二
―
一

結
婚
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

わ
が
国
に
お
い
て
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
は
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
原
因
を
見
て
み
よ
う
。

（
一
）

結
婚
意
思
の
低
下

結
婚
意
思
は
、
以
下
（１）
（２）
か
ら
影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（１）

独
身
者
の
結
婚
意
思

結
婚
意
思
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
婚
者
が
多
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
「
ま
だ
若
す
ぎ
る
」「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」「
自
由
や

気
楽
さ
を
失
い
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
結
婚
意
思
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
結
婚
の
意
思
そ
の
も
の
を
示
す
「
結
婚
意
思
の

低
下
」
の
ウ
エ
ー
ト
も
高
ま
っ
て
き
て
い（
２
）る（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

（２）

結
婚
に
関
す
る
価
値
観

結
婚
に
対
す
る
価
値
観
は
、
結
婚
に
対
す
る
意
識
の
変
化
、
結
婚
の
利
点
、
結
婚
を
一
つ
の
選
択
肢
と
す
る
傾
向
か
ら
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

【
結
婚
に
対
す
る
意
識
の
変
化
】

従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
結
婚
適
齢
期
に
達
し
た
ら
結
婚
す
る
と
い
う
考
え
方
は
減
少
し
、
理
想
の
相
手
に
出
会
う
ま
で
は
結

婚
を
し
な
い
と
い
う
若
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

【
結
婚
す
る
こ
と
の
利
点
】
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結
婚
す
る
こ
と
の
利
点
を
見
る
と
、
内
面
的
な
充
実
度
や
家
族
を
得
て
暮
ら
せ
る
と
い
う
理
由
は
多
い
も
の
の
、
「
社
会
的
信
用
や
対

等
な
関
係
が
得
ら
れ
る
」「
親
や
周
囲
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
」
に
関
し
て
、
利
点
を
挙
げ
る
人
の
割
合
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
（
内
閣
府
、

二
〇
〇
四
）。

ま
た
、
独
身
生
活
の
利
点
を
見
る
と
、
男
性
、
女
性
と
も
に
「
行
動
や
生
き
方
が
自
由
」
が
割
合
と
し
て
は
圧
倒
的
に
高
い
。
女
性
で

は
「
広
い
友
人
関
係
を
保
ち
や
す
い
」
が
こ
れ
に
続
き
、
結
婚
率
を
下
げ
て
い
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

【
結
婚
を
一
つ
の
選
択
肢
と
す
る
傾
向
】

独
身
者
の
中
に
は
、
結
婚
は
必
ず
し
も
し
な
く
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
内
閣
府
（
二
〇
〇
四
年
）
の
「
国
民
生
活
選
好

度
調
査
」
に
よ
る
と
、
一
八
歳
以
上
の
男
女
は
、
結
婚
を
必
然
的
な
こ
と
と
し
て
は
捉
え
て
お
ら
ず
、
人
生
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
捉

え
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

（
二
）

見
合
い
結
婚
の
減
少

こ
れ
ら
初
婚
率
低
下
の
要
因
の
一
つ
は
、
見
合
い
結
婚
の
比
率
が
減
少
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
編
集
委
員
会

（
二
〇
〇
五
）
の
報
告
で
は
、
初
婚
率
低
下
の
五
〇
％
は
見
合
い
結
婚
の
減
少
、
四
〇
％
は
職
場
・
仕
事
で
の
恋
愛
結
婚
の
減
少
で
あ
る

と
い（
３
）う。
後
者
は
長
時
間
化
し
た
労
働
の
た
め
、
恋
愛
を
実
現
で
き
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
と
い
う
。

親
と
同
居
す
る
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
が
、
独
立
し
た
生
活
へ
の
意
欲
を
弱
め
、
ひ
い
て
は
未
婚
化
の

原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

ま
た
、
就
業
形
態
の
違
い
に
よ
る
、
賃
金
格
差
が
生
じ
て
い
る
が
、
勤
務
年
数
が
多
く
な
る
に
従
っ
て
、
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ま
し
て
や
、
フ
リ
ー
タ
ー
等
、
非
正
規
社
員
の
年
収
で
は
、
婚
約
相
手
が
い
る
場
合
で
も
結
婚
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
は
厳
し
い
。
内
閣
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府
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
、
年
齢
階
級
別
に
、
一
般
労
働
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
に
お
け
る
未
婚
率
を
比
較
す
る
と
、
男
性
で
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
雇
用
の
場
合
、
す
べ
て
の
年
齢
階
級
で
一
般
労
働
に
比
べ
て
未
婚
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

結
婚
し
に
く
い
間
接
的
な
要
因
に
、
女
性
の
高
学
歴
化
も
挙
げ
ら
れ
る
。
生
涯
未
婚（
４
）率を
学
歴
別
に
見
る
と
、
高
卒
の
女
性
で
は
四
・

五
％
、
短
大
・
高
専
卒
で
は
六
・
三
％
、
大
学
・
大
学
院
卒
で
は
八
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
か
ら
女
性
の
高
学
歴
化
が
結
婚

年
齢
を
高
め
る
作
用
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ（
５
）る（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

二
―
二

出
産
意
図
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

二
―
二
―
一

出
産
意
図
に
影
響
を
与
え
る
四
要
因
仮
説

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
結
婚
後
に
移
し
て
考
え
よ
う
。
出
産
意
図
に
与
え
る
要
因
を
大
枠
で
捉
え
る
と
、

ａ

子
供
を
生
む
た
め
に
夫
婦
が
と
も
に
過
ご
す
時
間

ｂ

子
供
を
養
育
す
る
保
育
人
（
両
親
、
祖
父
母
、
保
育
士
、
幼
稚
園
の
先
生
等
）

ｃ

養
育
の
た
め
に
必
要
な
収
入

ｄ

子
供
を
育
て
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
夫
婦
が
と
も
に
過
ご
す
時
間
が
あ
っ
て
こ
そ
夫
婦
の
営
み
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
子
供
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
子
供
が
生
ま
れ
、
子
供
を
育
て
る
た
め
に
は
、
養
育
す
る
た
め
の
親
、
親
に
代
わ
る
保
育
士
・
幼
稚
園
の

先
生
な
ど
、
保
育
人
が
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
る
。
さ
ら
に
、
生
ま
れ
た
子
供
の
養
育
の
た
め
に
は
、
そ
の
費
用
に
見
合
う
収
入
は
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
子
育
て
に
必
要
な
も
の
の
購
入
や
教
育
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス（
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
最
後
に
子
供
を
育
て
る
た
め
場
所
・
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
、
子
供
を
持
つ
意
図
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
。
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現
実
的
に
は
こ
れ
ら
の
要
件
の
中
の
い
く
つ
か
が
厳
し
く
な
る
と
、
出
産
意
図
は
、
そ
の
こ
と
に
左
右
さ
れ
、
弱
め
ら
れ
る
結
果
が
示

さ
れ
る
と
仮
定
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
四
つ
の
分
類
案
を
、
そ
れ
ら
の
要
因
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
『
少
子
化
社
会
白
書
』、
『
子
ど
も
子
育
て
白
書
』、
先
行

研
究
で
、
上
記
案
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
以
下
で
検
証
す
る
。

な
お
、
保
育
人
と
は
、
両
親
、
祖
父
母
、
保
育
士
、
幼
稚
園
の
教
員
等
、
子
供
を
保
育
で
き
る
人
を
言
う
。
ま
た
、
夫
婦
の
出
産
は
、

出
産
意
図
に
よ
る
も
の
の
他
、
結
婚
期
間
が
妊
娠
期
間
よ
り
短
い
出
産
、
い
わ
ゆ
る
�
出
来
ち
ゃ
っ
た
婚
�
の
結
果
、
さ
ら
に
は
結
婚
後
、

意
欲
は
な
か
っ
た
が
出
来
て
し
ま
っ
た
結
果
等
が
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
出
生
意
図
に
よ
る
ケ
ー
ス
で
考
察
す
る
。

二
―
二
―
二

出
産
意
図
に
与
え
る
分
類
案
の
検
証

以
下
で
は
、
こ
の
分
類
案
が
的
を
射
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
、
そ
れ
ら
の
要
因
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
少
子
化
白
書
等
（
二
〇
〇
四
、

二
〇
一
〇
年
版
）
で
検
証
す
る
。
す
な
わ
ち
、
出
産
意
図
を
持
つ
要
件
は
、
上
記
の
分
類
案
（
保
育
人
の
存
在
、
家
計
収
入
、
夫
婦
が
と

も
に
共
有
す
る
時
間
、
ス
ペ
ー
ス
〈
部
屋
数
等
〉）に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。

少
子
化
白
書
（
二
〇
〇
四
〜
二
〇
一
〇
年
版
）、
子
ど
も
子
育
て
白
書
（
二
〇
一（
６
）〇）
に
は
、
少
子
化
の
要
因
が
以
下
の
よ
う
に
示
さ

れ
て
い
る
。

結
婚
率
、
夫
婦
の
出
産
意
図
、
夫
婦
関
係
、
就
業
状
況
、
機
会
費
用
、
家
計
収
入
、
養
育
費
、
教
育
費
、
育
児
休
暇
、
夫
の
育
児
・
家

事
手
伝
い
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
足
度
、
ス
ペ
ー
ス
（
部
屋
数
）
な
ど
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
同
類
項
で
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
（
同
類
項
ご
と
に
〇
を
つ
け
た
）。

〇
晩
婚
化
・
未
婚
化
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）、
独
身
者
の
結
婚
意
思
の
変
化
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）、
結
婚
に
関
す
る
価
値
観
の
変
化
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（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
高
学
歴
化
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）、
働
く
女
性
の
増
大
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
若
年
失
業
者
の
増
加
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）、
非
正
規
社
員
の
増
加
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
一
〇
）

〇
低
い
賃
金
収
入
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
一
〇
）

〇
労
働
時
間
の
増
加
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）

〇
協
力
可
能
な
祖
父
母
の
存
在
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
出
産
・
育
児
と
仕
事
の
両
立
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）、
ワ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
（
夫
と
妻
が
仕
事
と
家
庭
に

時
間
を
ど
う
配
分
す
る
か
）（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
子
供
を
持
つ
価
値
観
の
変
化
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
家
庭
を
築
く
大
切
さ
の
喪
失
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）、
育
児
ス
ト
レ
ス
や
不
安
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
子
育
て
や
教
育
の
費
用
負
担
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
（
親
と
同
居
す
る
未
婚
者
）（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）、
ニ
ー
ト
（
仕
事
を
せ
ず
学
生
で
も
な
く
職
業
訓
練
も
し

て
い
な
い
者
）
の
存
在
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）

〇
子
育
て
に
関
す
る
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
一
〇
）

〇
産
婦
人
科
・
産
科
医
療
施
設
の
減
少
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）

〇
家
族
関
連
社
会
支
出
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）

〇
待
機
児
童
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先
行
論
文
で
は
少
子
化
の
要
因
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
夫
婦
関
係
〕

夫
婦
関
係
は
、
夫
婦
の
会
話
、
「
悩
み
や
楽
し
い
こ
と
」
の
共
有
体
験
、
妻
に
よ
る
夫
へ
の
夫
婦
満
足
度
、
夫
へ
の
精
神
的
信
頼
度
、

夫
へ
の
経
済
力
信
頼
度
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
（
山
口
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
六
）。

ま
た
、
夫
婦
の
育
児
・
家
事
役
割
分
担
が
関
係
し
て
お
り
（Frisco

and
W
illiam

s
2003;

G
reenstein

1996;
L
avee

et
al,
2002;

末

盛
・
石
原
、
一
九
九
八
）、
特
に
、
夫
の
育
児
・
家
事
手
伝
い
は
、
妻
の
夫
婦
満
足
度
を
高
め
て
い
る
（M

atthijs
K
alm
ijn,
1999

、
永
井
、

二
〇
〇
二
、
山
口
、
二
〇
〇
四
）。

さ
ら
に
、
夫
や
妻
の
学
歴
の
高
さ
は
夫
婦
の
満
足
度
を
高
め
、
夫
の
年
収
・
預
貯
金
・
有
価
証
券
の
額
は
妻
の
夫
婦
満
足
度
を
高
め
て

い
る
（
永
井
、
二
〇
〇
〇
）。

夫
の
収
入
の
高
さ
は
、
専
業
主
婦
の
場
合
（
有
業
の
妻
の
場
合
と
異
な
り
）、
離
婚
率
に
影
響
す
る
（O

no,
1998

）。
ま
た
、
結
婚
満

足
度
は
結
婚
継
続
年
数
と
と
も
に
減
少
し
、
上
向
き
に
転
じ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
（V

an
L
aningham

,
2001

）。

〔
子
供
を
持
つ
こ
と
の
価
値
観
〕

現
在
、
子
供
を
持
つ
こ
と
の
理
由
が
、
愛
情
を
注
ぐ
対
象
と
捉
え
、
家
庭
を
明
る
く
楽
し
く
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
男
女
が
多
い
。

従
来
、
子
供
は
家
業
の
生
産
の
大
切
な
担
い
手
、
将
来
の
親
の
老
後
を
支
え
る
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
産
業
の
中
心
が
第

一
次
産
業
か
ら
第
二
次
・
第
三
次
産
業
へ
と
移
行
し
、
公
的
年
金
が
整
備
さ
れ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ら
の
必
要
性
は
薄
れ
た
。
そ
し
て
、

子
供
を
持
つ
理
由
が
愛
情
を
注
ぐ
対
象
で
あ
り
、
家
庭
を
明
る
く
楽
し
く
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
家
庭
を
築
く
こ
と
や
、
子
供
を
持
つ
こ
と
に
積
極
的
で
な
い
考
え
方
も
多
い
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
個
人
の
自
由
や
気

楽
さ
を
望
む
あ
ま
り
、
家
庭
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
ま
た
、
社
会
に
お
い
て
も
、
子
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育
て
を
暖
か
く
支
援
す
る
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

〔
心
理
的
負
担
〕

育
児
に
対
す
る
孤
立
感
や
疲
労
感
、
自
信
の
喪
失
な
ど
が
、
心
理
的
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

今
日
、
三
世
代
同
居
世
帯
に
代
わ
り
核
家
族
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
地
域
社
会
に
よ
る
支
援
も
弱
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
は
、

家
庭
で
育
て
る
力
が
弱
ま
り
、
母
親
だ
け
に
の
し
か
か
る
育
児
責
任
の
負
担
は
重
く
な
っ
て
い
る
。

専
業
主
婦
の
場
合
で
は
、
二
四
時
間
乳
幼
児
と
向
き
合
っ
て
心
身
と
も
に
育
児
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
負
担
感
と
な
っ
て
い
る
。

妻
の
心
理
的
負
担
の
回
復
に
は
、
父
親
の
育
児
協
力
や
地
域
社
会
に
よ
る
支
援
が
望
ま
れ
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

〔
保
育
人
〕

保
育
人
と
は
、
親
、
祖
父
母
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
員
等
、
子
供
を
保
育
す
る
立
場
の
人
を
指
す
。
親
が
保
育
で
き
る
か
ど
う
か
、
で

き
な
い
場
合
、
他
の
保
育
人
に
頼
め
る
か
ど
う
か
が
、
出
産
意
図
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

特
に
、
働
く
女
性
に
と
っ
て
「
出
産
・
育
児
」
を
と
る
か
「
仕
事
」
を
と
る
か
と
い
う
二
者
択
一
の
状
況
が
葛
藤
を
引
き
起
こ
し
、
出

産
意
図
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

夫
・
妻
の
家
事
・
育
児
の
役
割
分
担
は
、
旧
態
依
然
と
な
っ
て
お
り
、
「
男
は
仕
事
」「
女
は
家
庭
」
の
ま
ま
で
、
夫
に
よ
る
妻
へ
の

サ
ポ
ー
ト
が
不
十
分
な
状
態
で
あ
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

〔
就
業
状
況
〕

就
業
率
が
低
い
状
況
は
、
結
婚
率
を
低
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
出
産
意
図
に
も
大
き
く
影
響
す
る
（
二
〇
〇
四
、
二
〇
一
〇
）。
一
九

九
〇
年
以
降
、
経
済
的
不
安
定
が
続
き
、
そ
の
後
、
経
済
が
回
復
し
て
も
、
非
正
規
社
員
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
（
二
〇
一
〇
）。

パ
ー
ト
や
派
遣
労
働
者
等
が
増
加
し
、
雇
用
形
態
が
多
様
化
し
た
結
果
、
青
年
層
男
女
で
出
産
意
図
を
持
て
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
原
因
と
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な
っ
て
い
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
一
〇
）。

〔
機
会
費
用
〕

女
性
の
労
働
力
率
は
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
上
昇
し
、
働
く
女
性
が
増
大
し
て
い
る
。
一
方
、
育
児
は
妻
が
担
う
こ
と
が
多
い
と
い
う

状
況
に
お
い
て
は
、
出
産
時
前
後
に
職
を
継
続
す
る
の
か
離
職
す
る
の
か
、
そ
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
機
会
費
用
は
大
き
く
、

出
産
意
図
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。
出
産
前
に
仕
事
を
し
て
い
た
女
性
の
約
六
割
が
出
産
を
機
に
退
職
し
て

い
る
一
方
で
、
育
休
も
取
ら
ず
に
就
業
を
継
続
し
て
い
る
女
性
も
依
然
と
し
て
多
い
（
二
〇
一
〇
）。

就
業
と
育
児
の
両
立
の
面
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
（
岸
・
中
田
、

二
〇
〇
〇
）、
ひ
い
て
は
、
出
産
意
図
に
希
望
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。

妻
の
就
業
と
出
産
に
関
連
し
た
調
査
で
は
、
結
婚
前
に
就
業
し
て
い
た
妻
は
、
結
婚
後
五
年
未
満
で
就
業
し
て
い
る
の
は
四
五
・
五
％

で
、
専
業
主
婦
は
五
三
・
九
％
で
あ
る
が
、
子
を
持
ち
な
が
ら
就
業
し
て
い
る
の
は
一
八
・
六
％
、
正
規
雇
用
に
限
る
と
一
一
・
〇
％
で

あ
る
、
と
い
う
。
そ
の
後
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、
結
婚
後
五
〜
九
年
で
子
供
を
持
つ
就
業
者
の
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
子
供
が
比
較

的
幼
い
う
ち
か
ら
再
就
職
す
る
妻
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

〔
労
働
時
間
〕

子
育
て
世
代
の
男
性
の
働
き
方
が
長
時
間
化
し
て
い
る
。
子
育
て
世
代
期
に
あ
る
三
〇
代
男
性
の
四
人
に
一
人
は
週
六
〇
時
間
以
上
の

就
業
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
週
六
〇
時
間
以
上
就
業
し
て
い
る
三
〇
代
男
性
は
こ
こ
一
〇
年
間
増
加
し
て
い
る
と
い
う
（
二
〇
一
〇
）。

〔
家
計
収
入
〕

多
め
の
理
想
子
供
数
を
実
現
で
き
な
い
理
由
は
、経
済
面
か
ら
で
、予
定
子
供
数
が
少
な
い
の
は「
で
き
な
い
か
ら
」が
多
い（
二
〇
〇
四
）。

子
育
て
世
代
の
所
得
分
布
が
下
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
二
〇
代
で
は
、
一
九
九
七
年
で
は
年
収
三
〇
〇
万
円
が
多
か
っ
た
が
、



平成法政研究 第１６巻第２号 106

二
〇
〇
七
年
に
は
、
二
〇
〇
万
円
の
雇
用
者
が
最
も
多
く
な
っ
た
と
い
う
（
二
〇
一
〇
）。

ま
た
、
祖
父
母
の
育
児
支
援
は
そ
の
後
の
子
供
の
生
み
方
に
影
響
す
る
。
最
初
の
子
供
に
つ
い
て
、
夫
妻
の
母
親
か
ら
育
児
援
助
が
あ

っ
た
場
合
、
そ
の
後
の
出
生
子
供
数
は
援
助
が
な
い
場
合
に
比
べ
て
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
（
金
子
・
釜
野
・
大
石
・
他
、

二
〇
〇
六
）。

〔
費
用
（
養
育
費
・
教
育
費
・
住
宅
の
費
用
）〕

子
供
に
必
要
な
費
用
が
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
出
産
意
図
を
ひ
い
て
は
出
生
率
を
引
き
下
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
育
児

費
用
や
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
と
子
を
育
て
る
た
め
の
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
ま
た
、
子
供
の
発
達
と
と
も
に
住
居
の
ス
ペ
ー
ス
や
部

屋
数
も
必
要
と
な
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

〔
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〕（
子
育
て
に
関
す
る
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）（
二
〇
〇
四
）、

乳
児
が
い
る
家
庭
へ
の
全
戸
訪
問
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
普
及
、
商
店
街
の
空

き
店
舗
や
余
裕
教
室
の
活
用
な
ど
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
促
進
し
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
る
。

〔
産
婦
人
科
・
産
科
医
療
施
設
〕

産
婦
人
科
及
び
産
科
医
療
施
設
が
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
お
産
の
場
が
減
っ
て
い
る
（
二
〇
一
〇
）。

〔
家
族
関
連
社
会
支
出
〕

我
が
国
の
家
族
関
係
支
出
、
す
な
わ
ち
家
族
政
策
と
し
て
の
財
政
的
規
模
（
現
金
給
付
、
現
物
給
付
の
大
き
さ
）
は
欧
州
諸
国
に
比
べ

て
小
さ
い
（
二
〇
一
〇
）。
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〔
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
〕

夫
が
育
児
・
家
事
に
協
力
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
妻
の
育
児
・
家
事
に
対
す
る
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
が
重
く
、
出
産

意
図
を
持
て
な
い
妻
が
多
い
状
況
に
あ
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

こ
れ
に
関
連
し
、
木
下
（
二
〇
〇
四
）
は
夫
の
家
事
参
加
度
が
高
い
場
合
、
永
井
（
二
〇
〇
二
）
は
夫
の
育
児
・
家
事
分
担
度
が
大
き

い
場
合
、
妻
の
夫
婦
満
足
度
と
出
産
意
欲
の
低
下
を
緩
和
す
る
と
い
う
結
果
を
示
し
た
。

逆
に
、
こ
の
夫
婦
満
足
度
が
高
い
と
育
児
・
家
事
分
担
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
（Frisco

and
W
illiam

s
2003;

G
reenstein

1996;

L
avee

et
al,
2002;

末
盛
・
石
原
一
九
九
八
）、
夫
の
育
児
参
加
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た（K

alm
ijn,
1999

）。山
口（
二
〇
〇
四
、

二
〇
〇
六
）
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
出
産
意
図
に
か
か
わ
る
夫
へ
の
精
神
的
信
頼
度
に
関
係
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
「
共

有
生
活
活
動
数
」「
夫
婦
の
平
日
会
話
時
間
」「
夫
婦
の
休
日
共
有
時
間
」「
夫
の
育
児
負
担
割
合
」
を
挙
げ
た
。

金
子
・
釜
野
・
大
石
・
他
（
二
〇
〇
六
）、
内
閣
府
（
二
〇
一
〇
）
は
、
現
状
で
は
、
妻
が
三
〇
歳
代
ま
で
は
、
夫
の
家
事
・
育
児
へ

の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

〔
育
児
休
暇
〕

祖
父
母
の
育
児
援
助
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
追
加
予
定
子
供
数
が
多
い
の
に
現
実
的
に
は
予
定
し
て
い
る
子
供
数
に
達
し

て
い
な
い
夫
婦
ほ
ど
、
短
時
間
勤
務
制
度
、
産
休
・
育
休
制
度
や
保
育
所
、
一
時
預
か
り
制
度
な
ど
の
利
用
を
希
望
す
る
割
合
が
高
い
。

育
児
休
暇
の
利
用
は
拡
大
し
て
い
る
が
企
業
規
模
で
利
用
率
に
差
が
あ
る
。
妻
が
出
産
前
後
に
正
規
雇
用
を
継
続
し
て
い
た
夫
婦
に
限

る
と
、
八
九
・
六
％
が
何
ら
か
の
制
度
・
施
設
を
利
用
し
て
お
り
、
中
で
も
産
休
制
度
（
七
六
・
二
％
）
や
育
児
休
業
制
度
（
四
七
・
一

％
）
の
利
用
率
が
高
く
、
後
者
は
近
年
利
用
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
・
施
設
の
利
用
率
は
勤
め
先
の
企
業
規
模

で
差
が
あ
り
、
大
企
業
や
官
公
庁
に
勤
め
る
場
合
に
高
い
（
金
子
・
釜
野
・
大
石
・
他
、
二
〇
〇
六
）。
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〔
肉
体
的
負
担
〕

わ
が
国
に
お
い
て
、
夫
の
家
事
や
育
児
の
た
め
の
時
間
は
極
め
て
短
い
。
そ
の
一
方
で
、
妻
の
時
間
は
極
端
に
長
い
。
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
う
旧
来
的
な
役
割
分
担
に
加
え
て
「
男
は
仕
事
、
女
は
仕
事
も
家
庭
も
」
と
い
う
役
割
分
担
が
存
在
し
て
い
る
。
帰
宅

時
間
を
見
て
も
、
妻
の
約
九
割
が
八
時
前
に
帰
る
が
、
夫
の
方
は
半
数
に
す
ぎ
な
い
。
仕
事
と
家
庭
の
負
担
が
妻
に
担
わ
れ
る
形
に
な
っ

て
お
り
、
出
産
意
図
を
持
つ
に
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
（
内
閣
府
、
二
〇
〇
四
）。

考
察
の
結
果
、
結
婚
後
、
出
産
意
図
を
持
つ
要
件
は
、
以
上
の
よ
う
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
、
仮
説
と
し
て
挙
げ
た
四

つ
の
要
因
案
に
沿
っ
て
分
類
化
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
（
上
記
「
二
―
二
―
一

出
産
意
図
に
影
響
を
与
え
る
四
要
因
仮
説
」
で

区
分
化
し
た
ａ
〜
ｄ
と
そ
れ
に
続
く
ｅ
〜
ｉ
記
号
を
括
弧
内
に
表
す
）。

【
夫
婦
が
と
も
に
共
有
す
る
時
間
】（
ａ
）
に
、
〔
労
働
時
間
〕
・
労
働
時
間
の
増
加
を

【
保
育
人
の
存
在
】（
ｂ
）
に
、
〔
保
育
人
〕
協
力
可
能
な
祖
父
母
の
存
在
、
〔
育
児
休
暇
〕〔
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
〕
出
産
・

育
児
と
仕
事
の
両
立
、
ワ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
（
夫
と
妻
が
仕
事
と
家
庭
に
時
間
を
ど
う
配
分
す
る
か
）
を

【
家
計
収
入
】（
ｃ
）
に
、
〔
家
計
収
入
〕
低
い
賃
金
収
入
、
〔
就
業
状
況
〕
高
学
歴
化
、
働
く
女
性
の
増
大
、
若
年
失
業
者
の
増
加
、

非
正
規
社
員
の
増
加
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
、
ニ
ー
ト
の
存
在
、
〔
家
族
関
連
社
会
支
出
〕、
〔
費
用
（
養
育
費
・
教
育
費
・
住
宅
の

費
用
）〕子
育
て
や
教
育
の
費
用
負
担
、
家
族
関
連
社
会
支
出
〔
機
会
費
用
〕
を

【
ス
ペ
ー
ス
（
部
屋
数
等
）】（
ｄ
）
に
、
待
機
児
童

と
し
て
ま
と
め
れ
ば
、
出
産
意
図
は
、
仮
説
と
し
て
区
分
し
た
よ
う
に
、
保
育
人
の
存
在
、
家
計
収
入
、
夫
婦
が
と
も
に
共
有
す
る
時

間
、
ス
ペ
ー
ス
（
部
屋
数
等
）
と
四
つ
の
分
類
化
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
四
つ
の
分
類
案
（
外
面
的
要
因
と
し
て
分
類
さ
れ
る
）
で
示

し
た
要
因
だ
け
が
出
産
意
図
に
影
響
す
る
の
で
は
な
く
、
内
面
的
な
夫
婦
関
係
、
結
婚

す
る
こ
と
の
価
値
観
、
子
供
を
持
つ
こ
と
の
価
値
観
、
心
理
的
負
担
の
存
在
も
挙
げ
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
、

【
内
面
的
な
夫
婦
関
係
】（
ｅ
）
に
〔
夫
婦
関
係
〕
家
庭
を
築
く
大
切
さ
の
喪
失
（
二

〇
〇
四
）
を

【
結
婚
す
る
価
値
観
】（
ｆ
）
に
結
婚
す
る
こ
と
の
価
値
観
を

【
子
供
を
持
つ
こ
と
の
価
値
観
】（
ｇ
）
に
〔
子
供
を
持
つ
価
値
観
〕
子
供
を
持
つ
こ

と
の
価
値
観
の
変
化
を

【
心
理
的
負
担
の
存
在
】（
ｈ
）
に
〔
心
理
的
負
担
〕
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
（
二
〇

〇
四
）、
育
児
ス
ト
レ
ス
や
不
安
（
二
〇
〇
四
）

と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
、
夫
婦
を
取
り
巻
く
社
会
的
支
援
（
ｉ
）
も
挙
げ
ら
れ
る
。

〔
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〕
子
育
て
に
関
す
る
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〔
産
婦
人
科
・
産
科
医
療
施
設
〕
産
婦
人
科
・
産
科
医
療
施
設
の
減
少（
二
〇
一
〇
）

〔
肉
体
的
負
担
〕

で
あ
る
。

以
上
は
、
表
１
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

例
帰宅時間等
両親、協力可能な祖父母、保育士等
家計収入、（マイナスの収入の要因として）
養育費・教育費・住宅ローン等
部屋、保育園、幼稚園等
夫婦関係、家庭を築く大切さ
結婚することの価値観
子どもを持つことの価値観、子どもを持つ
ことの価値観の変化
心理的負担、育児ストレスや不安
民間、地方公共団体、国

項 目
a；夫婦が共有する時間
b；保育人の存在

c；家計収入

d；スペース（部屋数等）
e；内面的な夫婦関係
f；結婚することの価値観

g；子供を持つことの価値観

h；心理的負担の存在
i；社会的支援

表１ 出産数・出産意図にかかわる主要因とその例
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三

少
子
化
要
因
へ
の
対
応
策

上
記
で
は
、
出
産
数
・
出
産
意
図
に
及
ぼ
す
分
類
は
、
八
つ
の
分
類
な
ら
び
に
社
会
的
支
援
の
分
類
に
分
け
ら
れ
た
。
各
家
庭
で
は
こ

の
八
つ
の
要
因
（
表
１
参
照
）
の
い
く
つ
か
に
不
足
が
生
じ
る
と
出
産
数
・
出
産
意
図
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

以
下
で
は
、
民
間
や
地
方
公
共
団
体
、
な
ら
び
に
政
府
に
よ
る
支
援
が
、
こ
の
八
つ
の
要
因
の
ど
れ
を
満
た
す
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る

の
か
を
考
察
す
る
。
以
下
、
「
三

少
子
化
要
因
へ
の
対
応
策
」
で
は
、
民
間
支
援
・
公
的
支
援
の
状
況
を
ま
と
め
、
「
四

各
支
援
策

に
関
す
る
検
証
」
で
は
、
八
つ
の
分
類
の
ど
の
観
点
か
ら
支
援
策
が
進
め
ら
れ
た
の
か
を
見
て
み
る
。

三
―
一

民
間
・
企
業
活
動
に
対
す
る
支
援
状
況

こ
こ
で
は
、
民
間
・
企
業
に
対
す
る
支
援
状
況
を
見
て
み
る
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）。

三
―
一
―
一

民
間
に
対
す
る
支
援

地
方
公
共
団
体
は
民
間
に
対
し
以
下
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
〔
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
の
地
域
子
育
て
活
動
の
支
援
〕
に
よ
り
、
子

育
て
や
し
つ
け
に
関
す
る
悩
み
・
不
安
解
消
の
た
め
に
、
子
供
を
持
つ
親
と
地
域
の
子
育
て
経
験
者
が
交
流
す
る
機
会
を
設
け
た
。
そ
の

他
、
全
国
的
に
配
置
し
て
き
た
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
資
質
向
上
を
図
る
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
」
の
要
請
を
行
い
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

〔
地
域
の
退
職
者
や
高
齢
者
な
ど
の
人
材
活
用
・
世
代
間
交
流
〕
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
乳
幼
児
の
世
話
や
保

育
施
設
へ
の
送
迎
な
ど
の
育
児
支
援
、
就
学
児
童
に
対
し
、
放
課
後
・
土
日
に
お
け
る
学
習
・
生
活
指
導
な
ど
の
支
援
を
行
う
高
齢
者
活
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用
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

〔
空
き
店
舗
や
空
き
教
室
の
活
用
〕（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）

商
店
街
の
空
き
店
舗
の
活
用
に
よ
っ
て
子
育
て
支
援
施
設
の
設
置
・
運
営
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

商
店
街
振
興
組
合
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
社
会
福
祉
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
な
ど
が
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
子

育
て
支
援
施
設
や
親
子
交
流
施
設
な
ど
を
設
置
運
営
す
る
場
合
に
、
改
装
費
や
賃
貸
料
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

上
記
の
支
援
項
目
が
ａ
〜
ｉ
の
ど
の
分
類
（
表
１
参
照
）
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
見
て
み
る
と
、
〔
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
の
地
域
子

育
て
活
動
の
支
援
〕
は
、
子
育
て
や
し
つ
け
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
支
援
で
あ
る
た
め
ｈ
ｉ
に
、
〔
地
域
の
退
職
者

や
高
齢
者
な
ど
の
人
材
活
用
・
世
代
間
交
流
〕
は
高
齢
者
の
就
労
機
会
を
提
供
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
乳
幼
児
の
世

話
や
保
育
施
設
と
の
送
迎
な
ど
の
育
児
支
援
で
あ
る
た
め
ｂ
ｉ
に
区
分
さ
れ
る
。
空
き
店
舗
や
空
き
教
室
の
活
用
な
ら
び
に
そ
れ
へ
の
補

助
は
ｄ
ｉ
に
区
分
さ
れ
る
。

三
―
一
―
二

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
状
況
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
状
況
を
見
て
み
る
。
地
方
公
共
団
体
で
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）。
代
表
的
な
例
と
し
て
、

〇
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
会
議
の
設
置
や
宣
言
・
提
言
の
策
定

〇
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
・
Ｈ
Ｐ
等
に
よ
る
情
報
提
供

〇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
派
遣
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〇
企
業
表
彰
や
登
録
・
認
定
・
認
証
制
度

〇
助
成
金
・
奨
励
金
制
度
・
融
資
制
度
や
優
遇
金
利
の
設
定

〇
入
札
参
加
資
格
な
ど
公
契
約
に
お
け
る
優
遇
措
置

が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
は
、
以
下
の
〔
乳
児
の
全
戸
訪
問
〕〔
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置
〕〔
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
普
及
促
進
〕〔
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
〕〔
子
育
て
総
合
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕
を
行
っ
て
い
る
。

〔
乳
児
の
全
戸
訪
問
〕
と
し
て
、
す
べ
て
の
乳
児
が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
や
養
育
環
境
等
の
把
握
、

相
談
助
言
等
を
行
う
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
や
養
育
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し
て
、
訪
問
に
よ
る
養
育
に
関
す
る
相
談
、
指
導

・
助
言
な
ど
を
行
う
「
養
育
支
援
訪
問
事
業
」
を
推
進
す
る
な
ど
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

〔
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置
〕
は
、
身
近
な
場
所
に
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
相
談
や
交
流
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
子

育
て
支
援
事
業
を
開
始
し
、

〇
子
育
て
中
の
親
子
の
交
流
の
場
の
提
供
と
交
流
の
促
進

〇
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
・
援
助
の
実
施

〇
地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
の
提
供

〇
子
育
て
お
よ
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
講
演

を
基
本
事
業
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
公
共
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
や
商
店
街
の
空
き
店
舗
な
ど
に
お
い
て
実
施
す
る「
ひ

ろ
ば
型
」、
保
育
所
等
に
お
い
て
実
施
す
る
「
セ
ン
タ
ー
型
」、
民
営
事
業
な
ど
に
お
い
て
実
施
す
る
「
児
童
館
型
」
の
三
つ
の
類
型
に
よ

り
、
事
業
展
開
を
図
り
取
り
組
ん
で
い
る
。
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ま
た
、
子
育
て
中
の
労
働
者
や
主
婦
な
ど
を
会
員
と
し
て
、
送
迎
や
放
課
後
の
預
か
り
な
ど
の
相
互
援
助
活
動
を
行
う
〔
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
普
及
促
進
〕
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
病
児
・
病
後
児
の
預
か
り
、
早
朝
・
夜
間
時
の
緊
急
時
の
預
か
り
、

宿
泊
を
伴
う
預
か
り
等
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
中
に
「
病
児
・
緊
急
対
応
強
化
モ
デ
ル
事
業
」
を
新
設
し
、

市
町
村
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

〔
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
〕
支
援
は
、
幼
稚
園
の
通
常
の
教
育
時
間
外
希
望
を
対
象
に
行
わ
れ
る
「
預
か
り
保
育
」
を
行
っ
て
い
る
幼
稚

園
に
対
し
て
、
支
援
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

〔
子
育
て
総
合
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕
役
と
し
て
の
各
市
町
村
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
情
報
が
多
岐
に
わ
た
り
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
に
つ
い
て
は
、
的
確
な
情
報
を
つ
か
み
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
従
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
一
元

的
に
把
握
し
、
利
用
者
へ
情
報
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
子
育
て
支
援
に
関
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
が
、
市
町
村
の
責
務
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
。

社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
べ
く
、
子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
〔
地
域
参
加
型
の
子
育
て
支
援
〕。
現
在
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
企
業
の
協
賛
を
得
な
が
ら
「
企
業
参
画
型
の
子
育
て
支
援
事

業
」
と
し
て
、
子
育
て
に
関
す
る
各
種
割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

上
記
の
支
援
項
目
が
ａ
〜
ｉ
の
ど
の
分
類
（
表
１
参
照
）
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
見
て
み
る
と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
は
ｂ
ｃ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
派
遣
は
ｈ
ｉ
、
企
業
表
彰
や
登
録
・
認
定
・
認
証
制
度
は
ｉ
、
入
札
参
加
資
格
な
ど
の
優
遇
措
置

は
ｉ
、
乳
児
の
全
戸
訪
問
は
ｈ
ｉ
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置
は
ｈ
ｉ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
普
及
促
進
は
ｂ
ｉ
、
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幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
は
ｂ
ｉ
、
子
育
て
総
合
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
ｈ
ｉ
に
区
分
さ
れ
る
。

〔
地
域
参
加
型
の
子
育
て
支
援
〕
は
、
子
育
て
に
関
す
る
各
種
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ｃ
ｉ
に
分
類
さ
れ
る
。

三
―
二

企
業
に
対
す
る
支
援

企
業
に
と
っ
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
企
業
の
活
力
や
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
有
能
な
人
材
の
確

保
・
育
成
・
定
着
の
可
能
性
を
高
め
る
も
の
と
な
る
。
と
り
わ
け
人
材
確
保
が
困
難
な
中
小
企
業
に
お
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
の
利
点
は

大
き
い
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
企
業
に
と
っ
て
コ
ス
ト
で
は
な
く
、
将
来
へ
の
投
資
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
、
企
業
の
間
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
や
多
様
な
勤
務
体
系

を
設
け
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
計
画
期
間
内
に
男
性
の
育
児
休
業
等
取
得
者
が
お
り
、
か
つ
、
女
性
の
育
児
休
業
等
取
得
率
が
七

〇
％
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
企
業
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認（
７
）定を
受
け
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
（
内
閣
府
、

二
〇
一
〇
）。」

こ
れ
の
支
援
項
目
が
ａ
〜
ｉ
の
ど
の
分
類
（
表
１
参
照
）
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
見
て
み
る
と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
向
け
た
取
り
組
み
ｂ
ｃ
に
区
分
さ
れ
る
。
男
性
の
育
児
休
暇
基
準
な
ど
を
満
た
し
た
企
業
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
は
ｂ
ｉ
に

区
分
さ
れ
る
。

三
―
三

政
府
支
援
の
状
況

こ
こ
で
は
、
政
府
に
よ
る
支
援
策
の
状
況
を
見
て
み
る
。
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三
―
三
―
一

一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
政
府
の
対
策
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）

一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
八
年
に
、
政
府
は
、
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」（
一
九
九
四
年
）、
「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」（
一
九
九
九
年
）
を
策

定
し
、
「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ
ン
」（
二
〇
〇
二
年
）
で
は
よ
り
総
合
的
な
観
点
か
ら
の
施
策
を
始
め
た
。
ま
た
、
現
状
で
は
、
家
庭

や
地
域
の
子
育
て
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
を
制
定
し
、
地
方
公
共
団
体
・
企
業
に
よ
る
取
り

組
み
施
策
を
講
じ
た
。

二
〇
〇
三
年
に
は
、
少
子
化
対
策
を
的
確
に
行
い（「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」）、
子
供
が
健
康
に
育
つ
社
会
、
な
ら
び
に
子
供
を
生

み
、
育
て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
の
転
換（「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」、
二
〇
〇
四
年
六
月
）
を
、
そ
し
て
効

果
的
な
推
進
を
行
う
た
め
に
「
子
ど
も
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
を
決
定
し
、
国
や
地
方
自
治
体
や
企
業
と
と
も

に
計
画
的
に
取
り
組
む
目
標
を
掲
げ
た
。

二
〇
〇
五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
過
去
最
低
で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
政
府
は
少
子
化
対
策
の
抜
本
的
な
拡
充
・
強
化
・
転
換
を
図

る
「
新
し
い
少
子
化
対
策
」
を
決
定
し
た
。

二
〇
〇
七
年
、
一
層
厳
し
い
少
子
高
齢
化
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
「
子
ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
」（
以
下
「
重
点
戦
略
」）が
ま

と
め
ら
れ
、
就
労
と
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
と
い
う
二
者
択
一
構
造
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
の
も
と
で
、
そ
の
社
会
的
基
盤

と
な
る
「
包
括
的
な
次
世
代
育
成
支
援
の
枠
組
み
の
構
築
」
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
新
待
機

児
童
ゼ
ロ
作
戦
」（
二
〇
〇
八
年
）
を
発
表
し
た
。

同
二
〇
〇
八
年
、
「
新
し
い
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
の
案
の
作
成
方
針
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
幅
広
く
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
を
策
定

し
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
「
ゼ
ロ
か
ら
考
え
る
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
時
代
の
変
化
に
よ
り
「
家
庭
」「
地

域
」「
職
域
」
が
果
た
し
て
き
た
結
婚
機
能
や
子
育
て
支
援
機
能
が
低
下
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
社
会
全
体
の
仕
組
み
と
し
て
、
子
育
て



平成法政研究 第１６巻第２号 116

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
強
化
し
、
再
構
築
す
る
必
要
性
を
掲
げ
た
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）。

こ
れ
ら
の
支
援
項
目
が
ａ
〜
ｉ
の
八
つ
の
要
因
（
表
１
参
照
）
の
ど
の
分
類
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
。

●
一
九
九
四
年（「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」）の
保
育
所
の
量
的
拡
大
、
〇
〜
二
児
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
ｂ
ｄ
ｈ
ｉ
に

●
一
九
九
九
年
の
「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
、
雇
用
、
母
子
保
健
・
相
談
、
教
育
等
の
事
業
は
、
ｂ
ｃ
ｄ
ｈ
ｉ
に

●
二
〇
〇
二
年
の
「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
と
、
さ
ら
な
る
四
つ
の
指
針
「
男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
」「
地
域
に
お
け
る

次
世
代
支
援
」「
社
会
保
障
に
お
け
る
次
世
代
支
援
」「
子
供
の
社
会
性
の
向
上
や
自
立
の
促
進
」
は
ａ
ｃ
ｉ
に

●
二
〇
〇
三
年
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
主
が
、
次
世
代
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

の
制
定
と
行
動
計
画
の
実
施
促
進
は
ａ
ｃ
ｉ
に

●
同
二
〇
〇
三
年
の
「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」
に
よ
る
、
子
供
が
健
康
に
育
つ
社
会
、
子
供
を
生
み
育
て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
の
転
換
目
標
は
ｇ
ｉ
に

●
二
〇
〇
六
年
の
「
新
し
い
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
」
に
よ
る
「
家
族
の
日
」「
家
族
の
週
間
」
の
制
定
、
な
ら
び
に
妊
娠
・
出
産
か
ら

高
校
・
大
学
生
ま
で
の
年
齢
進
行
ご
と
の
子
育
て
支
援
策
は
ｇ
と
ｃ
ｉ
に

●
二
〇
〇
七
年
の
「
子
ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
」
に
よ
る
就
労
と
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
と
い
う
二
者
択
一
構
造
を
解
決
す
る
た

め
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
な
ら
び
に
「
包
括
的
な
次
世
代
育
成
支
援
の
枠
組
み
の
構
築
」（「
親
の
就
労
と
子
供
の

育
成
の
両
立
」
と
「
家
族
に
お
け
る
子
育
て
」
を
包
括
的
に
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
）
の
政
策
は
ｂ
ｃ
ｆ
ｉ
に

●
二
〇
〇
八
年
の
「
新
し
い
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
の
案
の
作
成
方
針
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
、
「
家
庭
」「
地
域
」「
職
域
」
が
果
た
し
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て
き
た
結
婚
機
能
や
子
育
て
支
援
機
能
回
復
の
た
め
の
子
育
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
強
化
は
ｆ
ｉ
に
分
類
で
き
る
。

以
上
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
政
府
の
対
策
資
料
」
と
し
て
巻
末
に
置
く
。

三
―
三
―
二

二
〇
〇
九
年
度
対
策
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）

二
〇
〇
九
年
度
は
以
下
の
施
策
を
行
っ
た
。
「
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
」「
地
方
分
権
改
革
推
進
関
係
（
保
育
所
の
最
低
基
準
）」

「
保
育
所
待
機
児
童
対
策
」「
幼
保
一
体
化
を
含
む
新
た
な
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の
包
括
的
・
一
元
的
な
制
度
の
構
築
に
向
け
て
」

「
子
ど
も
手
当
て
の
創
設
」「
高
校
の
実
質
無
償
化
」「
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
」
で
あ
る
。

詳
述
す
る
と
、
「
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
」
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
進
め
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
子
育
て
期
間
中
の
労
働
者
に
対
し
て
、
短
時
間
勤
務
制
度
設
立
の
義
務
化
、
所
定
外
労
働
の
免
除
化
、
な
ら
び

に
子
の
看
護
休
暇
制
度
を
拡
充
し
て
一
人
で
あ
れ
ば
年
五
日
休
暇
を
取
得
で
き
る
こ
と
を
施
策
と
し
た
。
ま
た
、
父
親
も
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
に
、
「
パ
パ
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
、
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
の
援
助
お
よ

び
調
停
の
仕
組
み
、
な
ら
び
に
、
法
違
反
に
対
す
る
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
の
企
業
名
を
公
表
す
る
制
度
を
創
設
し
た
。

「
地
方
分
権
改
革
推
進
関
係（
保
育
所
の
最
低
基
準
）」で
は
、
保
育
所
等
の
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
に
つ
い
て
廃
止
ま
た
は
条
例
委

任
す
る
こ
と
が
適
当
と
す
る
提
言
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
に
お
い
て
、
保
育
の
質
な
ど
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
内
容
（
保
育
士
の
配
置
基
準
・
居
住
の
面
積
基
準
・
保
育
の
内
容
・
調
理
室
な
ど
）
に
限
り
、
国
の
基
準
に
従
う
べ
き
等
と
し
た
。

「
保
育
所
待
機
児
童
対
策
」
で
は
、
保
育
所
の
定
員
枠
を
広
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
待
機
児
童
数
が
二
〇
〇
九
年
時
点
で
二

年
連
続
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
に
創
設
し
た
「
安
心
子
ど
も
基
金
」
を
増
額
し
、
保
育
所
整
備
の
促
進
や
保
育
所
サ
ー
ビ
ス
の

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
っ
た
。
ま
た
地
域
の
余
裕
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
認
可
保
育
所
の
分
園
な
ど
の
設
置
促
進
な
ど
を
進
め
た
。
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「
幼
保
一
体
化
を
含
む
新
た
な
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の
包
括
的
・
一
元
的
な
制
度
の
構
築
に
向
け
て
」
は
、
新
た
な
次
世
代
育
成

の
た
め
の
包
括
的
・
一
元
的
な
制
度
の
構
築
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
」
に
お
い
て
、
幼
保
一
体
化
の

促
進
、
利
用
者
本
意
の
保
育
制
度
に
向
け
た
抜
本
的
な
改
革
、
各
種
制
度
・
規
制
の
見
直
し
に
よ
る
多
様
な
事
業
主
体
の
参
加
促
進
な
ど

に
よ
り
、
保
育
の
多
様
化
と
量
的
拡
大
を
図
っ
た
。

「
子
ど
も
手
当
て
の
創
設
」
で
は
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
手
当
て
」
を
創
設
し
、
二
〇
一
〇
年
よ

り
子
供
一
人
月
額
一
三
〇
〇
〇
円
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
高
校
の
実
質
無
償
化
」
で
は
、
公
立
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
授
業
料
を

不
徴
収
と
す
る
と
と
も
に
、
私
立
高
校
生
の
い
る
世
帯
に
は
同
額
の
就
学
支
援
金
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
」
で
は
、
国
民
が
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
環
境
の
実
現
に
向
け
、
一
層
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
九
年
の
三
月
に
は
、
周
産
期
医
療
協
議
会
の
設
置
、
周
産
期
医
療
体
制
整
備
計
画
の
策
定
、

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
、
周
産
期
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
に
よ
る
、
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
る

た
め
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

以
上
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
二
〇
〇
九
年
度
対
策
資
料
」
と
し
て
巻
末
に
置
く
。

三
―
三
―
三

二
〇
一
〇
年
度
対
策

二
〇
一
〇
年
度
は
、
主
に

（１）

子
供
の
育
成
を
支
え
、
若
者
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
社
会
を

（２）

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望
が
実
現
で
き
る
社
会
を

（３）

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
子
育
て
力
の
あ
る
地
域
社
会
を
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（４）

男
性
も
女
性
も
仕
事
と
生
活
が
調
和
す
る
社
会
を

を
施
策
と
し
た
。

（１）

の
子
供
の
育
成
を
支
え
、
若
者
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、
「
子
ど
も
手
当
て
の
創
設
」「
教
育
費
負

担
の
軽
減
」
の
他
、
「
幼
稚
園
等
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
」
に
よ
っ
て
、
低
所
得
者
へ
の
給
付
の
重
点
化
を
図
る
た
め
、
補
助
単
位

の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
兄
弟
姉
妹
の
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
供
の

教
育
に
取
り
組
む
環
境
の
整
備
」
で
は
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
り
、
多
く
の
親
が
集
ま
る
機
会
で
の
学
習
機
会
の
提
供
や
相
談

対
応
策
な
ど
を
行
う
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

（２）

の
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望
が
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、
「
待
機
児
童
解
消
策
の
推
進
な
ど
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」
と
し
て
、
民
間
保
育
所
に
お
け
る
受
け
入
れ
児
童
数
の
増
加
を
図
り
、
延
長
保
育
、
病
児
・
病
後
時
保
育
、
休
日
保
育
な

ど
保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
を

図
っ
た
。

ま
た
「
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
と
し
て
、

●
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
、あ
る
い
は
子
育
て
支
援
活
動
を
推
進
す
る
私
立
幼
稚
園
に
対
し
助
成
を
行
う
都
道
府
県
に
対
し
て
の
補
助

●
複
数
企
業
間
で
の
共
同
設
置
を
含
む
事
業
所
内
保
育
施
設
の
設
置
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
に
、
保
育
分
野
な
ど
に
お
い
て
民
間
事
業

者
の
参
入
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
環
境
整
備
に
資
す
る
調
査
研
究
を
実
施
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

「
総
合
的
な
放
課
後
児
童
対
策
」
と
し
て
、
放
課
後
子
供
教
室
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
一
体
的
あ
る
い
は
連
携
し
て
実
施
す
る
「
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
推
進
を
図
っ
た
。

「
出
産
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
」
と
し
て
、
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●
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
出
産
育
児
一
時
金
を
四
万
円
引
き
上
げ
る
措
置
を
継
続
し
、
妊
産
婦
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
っ
た
。

「
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
」
で
は
、
リ
ス
ク
の
高
い
妊
娠
に
対
す
る
医
療
、
高
度
な
新
生
児
医
療
等
の
周
産
期
医
療
を
行
う

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
を
盛
り

込
ん
だ
。

（３）

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
子
育
て
力
の
あ
る
地
域
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、
「
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
地
域
子
育
て

支
援
対
策
の
充
実
」
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
拠
点
や
一
時
預
か
り
等
、
身
近
な
場
所
へ
の
設
定
を
促
進
し
た
。
ま
た

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
子
供
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
。

〔
中
小
商
業
活
力
向
上
事
業
〕
と
し
て
、
商
店
街
な
ど
が
実
施
す
る
、
少
子
高
齢
化
、
安
全
・
安
心
な
ど
の
社
会
的
課
題
に
対
す
る
商

店
街
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
支
援
、
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
の
課
題
に
対
応
す
る
事
業
と
し
て
、
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
施
設
の
設
置
・
運
営
事
業
な
ど
の
支
援
に
対
し
て
施
策
を
行
っ
た
。

〔
住
宅
に
お
け
る
支
援
〕
と
し
て
は
、
公
的
賃
貸
住
宅
等
へ
の
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
お
よ
び
子
育
て
世
帯
の
居
住
の
安
定
確
保
を

図
る
先
導
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
、
と
し
た
。

（4）

男
性
も
女
性
も
仕
事
と
生
活
が
調
和
す
る
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、
〔
企
業
等
に
お
け
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
向
け
た
取
り

組
み
の
促
進
〕
と
し
て
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
の
対
策
を
行
っ
た
。

〔
労
働
時
間
な
ど
の
見
直
し
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進
〕
で
は
、
長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、
休
暇
取
得
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
中
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小
企
業
に
対
す
る
助
成
措
置
を
拡
充
す
る
な
ど
労
働
時
間
の
短
縮
や
年
休
の
取
得
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
企
業
等
に
対
す
る

支
援
の
拡
充
を
図
っ
た
。

〔
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
〕
で
は
、
父
親
も
子
育
て
が
で
き
る
働
き
方
の
実
現
に
向
け
て
、
育
児
休
業
取
得
可
能
期
間
を
延
長

（
一
歳
二
ヶ
月
）
す
る
制
度
（
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
）
の
導
入
を
主
な
内
容
と
す
る
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
の
周
知
徹
底
な
ど
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
の
施
策
を
行
っ
た
。

〔
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
〕
で
は
、

●
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
あ
わ
せ
、
短
時
間
勤
務
制
度
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
の
助
成
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
内

保
育
施
設
を
設
置
、
運
営
す
る
中
小
企
業
に
対
す
る
助
成
の
引
き
上
げ（
１
／
２
↓
２
／
３
）を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
、
ま
た
、
育
児

休
業
等
の
取
得
な
ど
を
理
由
と
す
る
解
雇
、
退
職
勧
奨
等
不
利
益
扱
い
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
や
指
導
の
対
応
に
当
た
る
施

策
を
行
っ
た
。

●
﹇
中
小
企
業
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
推
進
二
ヵ
年
集
中
プ
ラ
ン
﹈
の
実
施
に
よ
り
、
中
小
企
業
に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
援

対
策
を
支
援
す
る
と
し
た
。

〔
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
〕
で
は
、

●
テ
レ
ワ
ー
ク
共
同
利
用
型
シ
ス
テ
ム
等
に
関
す
る
実
証
実
験
、
地
域
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
、
テ
レ
ワ
ー
ク

相
談
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
労
働
条
件
面
で
の
相
談
・
助
言
等
、
公
的
施
設
や
民
間
企
業
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
・
機
能
の
整
備
・
推

進
策
の
検
討
、
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
を
各
省
で
総
合
的
に
行
う
施
策
を
行
っ
た
。

〔
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
な
ど
の
拡
充
〕
と
し
て
、
事
業
拠
点
の
創
設
、
地
域
の
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
、
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
の
拡
充
施
策
を
行
っ
た
。
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以
上
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
「
二
〇
一
〇
年
度
対
策
資
料
」
と
し
て
巻
末
に
置
く
。

上
記
の
支
援
項
目
が
ａ
〜
ｉ
の
八
つ
の
要
因
（
表
１
参
照
）
の
ど
の
分
類
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
。

（１）

子
供
の
育
成
を
支
え
、
若
者
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、

〔
子
ど
も
手
当
て
の
創
設
〕〔
教
育
費
負
担
の
軽
減
〕〔
幼
稚
園
等
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
〕
は
ｃ
ｉ
に
、

〔
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
教
育
に
取
り
組
む
環
境
の
整
備
〕
は
ｇ
に
、

分
類
で
き
る
。

（２）

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望
が
実
現
で
き
る
社
会
策
定
を
目
指
す
施
策
で
は
、

〔
待
機
児
童
解
消
策
の
推
進
な
ど
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
〕
は
ｂ
ｄ
ｉ
に
、

〔
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
〕
は
ｂ
ｄ
ｈ
ｉ
に
、

〔
総
合
的
な
放
課
後
児
童
対
策
〕
は
ｄ
ｉ
に
、
〔
出
産
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
〕
は
ｃ
ｉ
に
、

〔
母
子
保
健
医
療
対
策
の
充
実
・
強
化
〕〔
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
〕
は
ｈ
ｉ
に
、

〔
父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
〕〔
生
活
保
護
の
母
子
加
算
の
支
給
〕
は
ｃ
ｉ
に
、

〔
発
達
障
害
者
支
援
等
の
充
実
〕〔
虐
待
を
受
け
た
子
供
等
へ
の
支
援
の
充
実
〕
は
ｈ
ｉ
に
、

分
類
で
き
る
。

（３）

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
子
育
て
力
の
あ
る
地
域
社
会
策
定
を
目
指
す
施
策
で
は
、

〔
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
地
域
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
〕
は
ｂ
ｄ
に
、

〔
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
〕
は
ｂ
ｉ
に
、
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〔
中
小
商
業
活
力
向
上
事
業
〕
は
ｂ
ｃ
ｉ
に
、

〔
住
宅
に
お
け
る
支
援
〕
は
ｄ
ｉ
に
、

〔
子
ど
も
の
事
故
防
止
策
の
推
進
〕
は
ｉ
に
、

分
類
で
き
る
。

（４）

男
性
も
女
性
も
仕
事
と
生
活
が
調
和
す
る
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、

〔
企
業
等
に
お
け
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進
〕
は
ｂ
ｃ
ｉ
に
、

〔
労
働
時
間
な
ど
の
見
直
し
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進
〕
は
ａ
ｉ
に
、

〔
改
正
労
働
基
準
法
の
施
行
な
ど
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
抑
制
〕
は
ａ
ｉ
に
、

〔
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
〕
は
ａ
ｂ
ｉ
に
、

〔
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
〕
は
ａ
ｂ
ｃ
ｉ
に
、

〔
中
小
企
業
―
―

一
般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
推
進
二
ヵ
年
集
中
プ
ラ
ン
〕
は
ａ
ｉ
に
、

〔
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
〕
は
ａ
ｂ
ｉ
に
、

〔
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
な
ど
の
拡
充
〕
は
ｃ
ｉ
に
、

分
類
で
き
る
。

四

各
支
援
策
に
つ
い
て
の
考
察

上
記
で
は
、
一
つ
一
つ
の
支
援
が
、
八
つ
の
分
類
の
い
ず
れ
に
当
て
は
ま
っ
た
支
援
な
の
か
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
総
合
的
に
、
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八
分
類
の
う
ち
い
ず
れ
が
支
援
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

四
―
一

民
間
支
援
に
関
す
る
検
証

各
支
援
団
体
の
支
援
状
況
を
見
る
と
（
表
２
）、
民
間
団
体
、
企
業
に
よ
る
取
り
組
み
数
が
少
な
く
（
表
２
―
１
）、
地
方
公
共
団
体
、

政
府
に
よ
る
支
援
数
が
多
数
を
占
め
て
い
る
（
表
２
―
２
）。

２０１０年対策

る４つの指針、「次世代育成支援対策推進法」

〔すべての子育て家庭に対する地域
子育て支援対策の充実〕〔子ども・子
育てビジョン〕〔中小商業活力向上事
業〕〔企業等における仕事と生活の調
和に向けた取り組みの促進〕

〔子ども手当ての創設〕〔教育費負担
の軽減〕〔幼稚園等の保護者負担の軽
減〕〔出産の経済的負担の軽減〕〔父子
家庭への児童扶養手当の支給〕〔生活
保護の母子加算の支給〕〔中小商業活
力向上事業〕〔企業等における仕事と
生活の調和に向けた取り組みの促
進〕〔マザーズハローワーク事業など
の拡充〕

〔待機児童解消策の推進など保育サ
ービスの充実〕〔総合的な放課後児童
対策〕〔すべての子育て家庭に対する
地域子育て支援対策の充実〕〔住宅に
おける支援〕

〔地域ぐるみで子供の教育に取り組
む環境の整備〕

〔多様な保育サービスの提供〕

〔子ども手当ての創設〕〔教育費負担
の軽減〕〔幼稚園等の保護者負担の軽
減〕〔母子保健医療対策の充実・強化〕
〔周産期医療体制の充実・強化〕〔発達
障害者支給等の充実〕〔虐待を受けた
子ども等への支援の充実〕〔子ども・
子育てビジョン〕〔中小商業活力向上
事業〕〔住宅における支援〕〔子どもの
事故防止作の推進〕〔企業等における
仕事と生活の調和に向けた取り組み
の促進〕〔マザーズハローワーク事業
などの拡充〕

府

２００９年対策

学習活動やスポーツ・文化芸術活動、
地域住民との交流活動機会提供、待
機児童解消策の推進

①子ども手当ての創設、②教育費負
担の軽減、③幼稚園等の保護者負担
の軽減、小学校の余裕教室を活用し
た、学習活動やスポーツ・文化芸術活
動、地域住民との交流活動機会提供、
保育サービスの提供、総合的な放課
後児童対策、出産の経済的負担の軽
減、父子家庭への児童扶養手当の支
給、生活保護の母子加算の支給、発達
障害者支援などの充実、虐待を受け
た子ども等への支給の強化

総合的な放課後児童対策

小学校の余裕教室を活用した、学習
活動やスポーツ・文化芸術活動、地域
住民との交流活動機会提供

学習活動やスポーツ・文化芸術活動、
地域住民との交流活動機会提供

①子ども手当ての創設、②教育費負
担の軽減、③幼稚園等の保護者負担
の軽減、小学校の余裕教室を活用し
た、学習活動やスポーツ・文化芸術活
動、地域住民との交流活動機会提供、
学習活動やスポーツ・文化芸術活動、
地域住民との交流活動機会提供、保
育サービスの提供、総合的な放課後
児童対策、出産の経済的負担の軽減、
母子保健医療対策の充実、周産期医
療体制の充実・強化、地域子育て支援
対策の充実、中小商業活動向上事業、
住宅における支援、子どもの事故防
止対策推進
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政

１９９０～２００８年までの政府の対策

「少子化対策プラスワン」、さらな

保育所の量的拡大、０～２児保育、延長
保育など多様な保育サービスの充実、
地域子育て支援センターの整備、「新
エンゼルプラン」「子どもと家族を応
援する日本」「包括的な次世代育成支
援の枠組みの構築」（「親の就労と子
供の育成の両立」と「家族における子育て」

「新エンゼルプラン」「次世代育成支
援対策推進法」「新しい少子化対策に
ついて」「子どもと家族を応援する日
本」「包括的な次世代育成支援の枠組
みの構築」（「親の就労と子供の育成
の両立」と「家族における子育て」

保育所の量的拡大、０～２児保育、延長
保育など多様な保育サービスの充実、
地域子育て支援センターの整備、「新
エンゼルプラン」「新エンゼルプラ
ン」

子育てセーフティネットの強化

「少子化社会対策基本法」「新しい少
子化対策について」

保育所の量的拡大、０～２児保育、延長
保育など多様な保育サービスの充実、
地域子育て支援センターの整備、「新
エンゼルプラン」

保育所の量的拡大、０～２児保育、延長
保育など多様な保育サービスの充実、
地域子育て支援センターの整備、「新
エンゼルプラン」、「少子化対策プラ
スワン」、さらなる４つの指針、「次世
代育成支援対策推進法」「少子化社会
対策基本法」「新しい少子化対策につ
いて」「子どもと家族を応援する日
本」「包括的な次世代育成支援の枠組
みの構築」（「親の就労と子供の育成
の両立」と「家族における子育て」、子
育てセーフティネットの強化

地方公共団体

１９９０～２００８年までの支援

ワーク・ライフ・バランス
の推進、企業表彰や登録・
認定・認証制度、ファミリ
ー・サポートセンターの
普及促進、幼稚園の預か
り保育

ワーク・ライフ・バランス
の推進、企業表彰や登録・
認定・認証制度、ファミリ
ー・サポートセンターの
普及促進、幼稚園の預か
り保育、〔地域参加型の子
育て支援〕

地域子育て支援拠点の設
置、子育て総合支援コー
ディネーター

アドバイザー等の派遣、
企業表彰や登録・認定・認
証制度、入札参加資格な
どの優遇措置、乳児の全
戸訪問、地域子育て支援
拠点の設置、ファミリー・
サポートセンターの普及
促進、幼稚園の預かり保
育、子育て総合支援コー
ディネーター、〔地域参加
型の子育て支援〕

企業による
取り組み

１９９０～２００８年
までの支援

ワーク・ライ
フ・バランス
に向けた取り
組み

ワーク・ライ
フ・バランス
に向けた取り
組み

空き店舗や空
き教室の活用
ならびにそれ
への補助

空き店舗や空
き教室の活用
ならびにそれ
への補助

民間支援

１９９０～２００８年
までの支援

〔地域の退職
者や高齢者な
どの人材活用
・世代間交流〕

〔NPO活動な
どの地域子育
て活動の支
援〕

〔NPO活動な
どの地域子育
て活動の支
援〕〔地域の退
職者や高齢者
などの人材活
用・世代間交
流〕

１９９０～２００８年
までの支援
ａ；夫婦が共
有する時間

ｂ；保育人の
存在

ｃ；家計収入

ｄ；スペース
（部 屋 数
等）

ｅ；内面的な
夫婦関係
ｆ；結婚する
ことの価値
観
ｇ；子供を持
つことの価
値観

ｈ；心理的負
担の存在

ｉ；社会的支
援

表２－２ 地方公共団体による項目別支援の状況
表２ 各支援団体の支援状況

出所）筆者作成出所）筆者作成

表２－１ 民間・企業による項目別支援の状況
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各
項
目
別
に
内
面
・
外
面
別
に
考
察
す
る
と
、
外
面
的
に
は
「
夫
婦
が
共
有
す
る
時
間
」「
ス
ペ
ー
ス
（
部
屋
数
）」に
対
す
る
支
援
が

手
薄
で
あ
る
。
内
面
的
に
は
「
夫
婦
関
係
」「
結
婚
す
る
こ
と
の
価
値
観
」「
子
供
を
持
つ
こ
と
の
価
値
観
」
の
件
数
が
少
な
い
。
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
三
つ
の
内
面
的
要
因
を
充
実
さ
せ
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
支
援
は
十
分
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
心
理
的
な
負
担
軽

減
に
つ
い
て
は
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
設
置
、
子
育
て
総
合
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
効
果
が
今
後
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

結

論

出
産
意
図
に
与
え
る
要
因
に
は
、
養
育
費
用
や
雇
用
の
安
定
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
労
働
時
間
、
保
育
人
の
存
在
や
ス
ペ

ー
ス
、
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
、
結
婚
す
る
こ
と
の
価
値
観
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
仮
に
、
そ
れ
ら
の
要
因
が
現
状
で
は
十
分
で
は
な
い

場
合
、
あ
る
い
は
逆
に
、
そ
の
不
十
分
さ
が
支
援
策
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
場
合
で
も
、
強
く
望
ま
れ
て
い
る
の
が
精
神
的
・
肉
体
的
負

担
軽
減
で
あ
る
（
佐
藤
、
二
〇
一
一
ａ
ｂ
）。

近
年
、
核
家
族
が
多
い
中
で
、
出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
近
に
話
し
て
く
れ
る
親
族
が
い
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、

近
く
に
知
り
合
い
が
い
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
、
妻
の
就
業
と
子
育
て
の
二
者
択
一
か
ら
生
じ
る
葛
藤
状
態
に
あ
る
こ
と
な
ど
が
精
神
的

負
担
感
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
供
が
あ
る
程
度
大
き
く
な
り
、
非
正
規
社
員
を
含
め
母
親
が
働
け
る
よ
う
に
な
る
と
、

仕
事
と
子
育
て
は
母
親
に
と
っ
て
肉
体
的
な
負
担
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
上
記
の
よ
う
に
大
枠
で
ど
の
よ
う
な
要
因
が
出
産
数
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た

結
果
、
「
夫
婦
が
共
有
す
る
時
間
」「
ス
ペ
ー
ス
（
部
屋
数
）」と
い
っ
た
（
外
面
的
要
因
）
の
他
に
、
内
面
的
な
「
結
婚
す
る
こ
と
の
価
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値
観
」「
夫
婦
関
係
」「
子
供
を
持
つ
こ
と
の
価
値
観
」
が
挙
げ
ら
れ
、
内
面
的
な
要
因
へ
の
支
援
件
数
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
従
っ
て
、
結
婚
す
る
こ
と
の
価
値
観
、
な
ら
び
に
夫
婦
間
に
お
け
る
価
値
観
、
子
供
を
持
つ
こ
と
の
意
味
・
価
値
観
を
構
築
し
、

心
理
的
な
負
担
軽
減
・
肉
体
的
負
担
の
軽
減
に
通
じ
る
教
育
を
施
し
て
い
く
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
政
府
の
対
策
資
料
」

一
九
八
九
年
の
一
。
五
七
シ
ョ
ッ（
８
）クを
受
け
て
、
政
府
は
少
子
化
傾
向
を
認
識
し
、
そ
の
対
策
の
検
討
を
始
め
た
。

具
体
的
に
は
、
一
九
九
四
年
の
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
で
、
今
後
一
〇
年
間
の
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
と
施
策
を
計
画
し
た
。
こ
れ
を

実
施
す
る
た
め
、
「
緊
急
保
育
対
策
等
五
ヵ
年
事
業
」
に
よ
り
、
保
育
所
の
量
的
拡
大
、
〇
〜
二
児
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
を
策
定
し
た
。
一
九
九
九
年
に
は
「
少
子
化
対
策
推
進
基
本
法
」
の
決
定
に

よ
っ
て
、
「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
や
重
点
施
策
を
計
画
し
た
。

二
〇
〇
二
年
の
「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
で
は
、
よ
り
総
合
的
な
観
点
、
す
な
わ
ち
保
育
だ
け
で
は
な
く
子
育
て
を
す
る
家
庭
の

視
点
か
ら
見
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
四
つ
の
指
針
「
男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
」「
地
域
に
お
け
る
次
世
代
支
援
」「
社
会

保
障
に
お
け
る
次
世
代
支
援
」「
子
供
の
社
会
性
の
向
上
や
自
立
の
促
進
」
に
沿
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
続
い
て
家
庭
や
地
域

の
子
育
て
力
の
低
下
を
補
う
た
め
に
、
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
制
定
（
二
〇
〇
三
年
）
の
も
と
に
、
地
方
公
共
団
体
な
ら
び

に
企
業
に
よ
る
取
り
組
み
を
促
進
す
る
施
策
を
講
じ
た
。

同
二
〇
〇
三
年
、
少
子
化
対
策
を
的
確
に
行
う
た
め
、
「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」

（
二
〇
〇
四
年
六
月
）
を
政
府
に
義
務
付
け
た
。
そ
し
て
、
子
供
が
健
康
に
育
つ
社
会
、
子
供
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
の
転
換
を
課
題
と
し
た
。「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
同
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年
一
二
月
に
は
「
子
ど
も
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
を
決
定
し
、
国
は
地
方
自
治
体
や
企
業
と
と
も
に
計
画
的
に
取
り
組
む
目
標
を
掲
げ
た
。

二
〇
〇
五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
一
・
二
六
は
過
去
最
低
で
あ
り
、
予
想
を
覆
す
記
録
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
は
少
子
化
対

策
の
抜
本
的
な
拡
充
・
強
化
・
転
換
を
図
る
「
新
し
い
少
子
化
対
策
」
を
決
定
し
た
。
同
対
策
は
、
「
家
族
の
日
」「
家
族
の
週
間
」
の

制
定
な
ど
に
よ
る
家
族
・
地
域
の
き
ず
な
の
再
生
や
社
会
全
体
の
意
識
改
革
を
図
る
た
め
の
国
民
運
動
を
推
進
し
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
高

校
・
大
学
生
ま
で
の
年
齢
進
行
ご
と
に
異
な
る
子
育
て
支
援
策
を
掲
げ
た
。

二
〇
〇
七
年
に
は
、
一
層
厳
し
い
少
子
高
齢
化
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
「
子
ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
」（
以
下
「
重
点
戦
略
」）

が
ま
と
め
ら
れ
た
。
就
労
と
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
二
者
択
一
構
造
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
の
も
と
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
の
社
会
的
基
盤
と
な
る
「
包
括
的
な
次
世
代
育
成
支
援
の
枠
組
み
の
構
築
」（「
親
の
就
労
と
子
ど

も
の
育
成
の
両
立
」
と
「
家
族
に
お
け
る
子
育
て
」
を
包
括
的
に
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
）
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
子
供
を
預
け
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
待
機
児
童
の
解
消
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
「
新
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
」（
二
〇
〇
八
年
）
を
発
表
し
た
。

同
二
〇
〇
八
年
、
「
新
し
い
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
の
案
の
作
成
方
針
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
、
有
識
者
や
国
民
各
層
か
ら
幅
広
く
意

見
を
聴
取
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
「
ゼ
ロ
か
ら
考
え
る
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
時
代
の

変
化
に
よ
り
「
家
庭
」「
地
域
」「
職
域
」
が
果
た
し
て
き
た
結
婚
機
能
や
子
育
て
支
援
機
能
が
低
下
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
社
会
全
体
の

仕
組
み
と
し
て
、
子
育
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
強
化
し
、
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
（
内
閣
府
、
二
〇
一
〇
）。

「
二
〇
〇
九
年
度
対
策
資
料
」

二
〇
〇
九
年
に
は
主
と
し
て
、
「
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
」「
地
方
分
権
改
革
推
進
関
係
（
保
育
所
の
最
低
基
準
）」「
保
育
所
待
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機
児
童
対
策
」「
幼
保
一
体
化
を
含
む
新
た
な
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の
包
括
的
・
一
元
的
な
制
度
の
構
築
に
向
け
て
」「
子
ど
も
手
当

て
の
創
設
」「
高
校
の
実
質
無
償
化
」「
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
」
の
施
策
を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
進
め
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
「
育
児
・
介
護
休
業
法
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
を
改
正
し
た
。
具
体
的
内
容
は
、

○
子
育
て
期
間
中
の
労
働
者
に
対
し
て
、

●
短
時
間
勤
務
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
事
業
主
の
義
務
と
し
、
労
働
者
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
所
定
外
の
労
働
を
免
除
化
し
た
。

●
さ
ら
に
、
子
の
看
護
休
暇
制
度
を
拡
充
し
、
一
人
で
あ
れ
ば
年
五
日
、
二
人
以
上
で
あ
れ
ば
年
一
〇
日
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

○
父
親
も
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、

●
一
歳
二
ヶ
月
ま
で
は
、
一
年
間
育
児
休
業
取
得
を
可
能
と
し
た
（
パ
パ
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
）。

●
父
親
が
出
産
後
八
週
間
以
内
に
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
、
再
度
、
育
児
休
業
を
取
得
可
能
と
し
た
。

○
苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
の
援
助
お
よ
び
調
停
の
仕
組
み
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
、
法
違
反
に
対
す
る
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
の
企
業
名

を
公
表
す
る
制
度
を
創
設
し
た
。

「
地
方
分
権
改
革
推
進
関
係
（
保
育
所
の
最
低
基
準
）」で
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保
育
所
等
の
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
に
つ
い

て
は
、
廃
止
ま
た
は
条
例
委
任
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
す
る
提
言
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
に
お
い

て
は
、
保
育
所
の
最
低
基
準
に
つ
い
て
は
、
保
育
の
質
な
ど
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
保
育
士
の
配
置
基
準
、
居
住
の
面
積
基
準
、
保
育

の
内
容
、
調
理
室
な
ど
に
限
り
、
国
の
基
準
に
従
う
べ
き
等
と
し
た
。

「
保
育
所
待
機
児
童
対
策
」
で
は
、
保
育
所
の
定
員
枠
を
広
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
育
所
待
機
児
童
数
が
二
〇
〇
九
年
時
点
で
二

年
連
続
増
加
し
た
た
め
、
都
道
府
県
に
創
設
し
た
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
を
増
額
し
、
保
育
所
整
備
の
促
進
や
保
育
所
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
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一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
地
域
の
余
裕
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
認
可
保
育
所
の
分
園
な
ど
の
設
置
促
進
や
家
庭
的
保
育
の
拡
充

を
進
め
た
。

「
幼
保
一
体
化
を
含
む
新
た
な
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
の
包
括
的
・
一
元
的
な
制
度
の
構
築
に
向
け
て
」
で
は
、
新
た
に
幼
保
一
体

化
を
含
め
た
保
育
分
野
の
制
度
・
規
制
改
革
と
し
て
、
新
た
な
次
世
代
育
成
の
た
め
の
包
括
的
・
一
元
的
な
制
度
の
構
築
を
進
め
る
こ
と

と
し
た
。

ま
た
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
」
に
お
い
て
は
、
幼
保
一
体
化
の
促
進
、
利
用
者
本
意
の
保
育
制
度
に
向
け
た
抜
本
的
な
改

革
、各
種
制
度
・
規
制
の
見
直
し
に
よ
る
多
様
な
事
業
主
体
の
参
加
促
進
な
ど
に
よ
り
、保
育
の
多
様
化
と
量
的
拡
大
を
図
り
、二
〇
二
〇

年
度
ま
で
速
や
か
に
潜
在
需
要
も
含
め
た
待
機
児
童
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
子
ど
も
手
当
て
の
創
設
」
で
は
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
手
当
て
」
を
創
設
し
、
二
〇
一
〇
年
通

常
国
会
で
成
立
し
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
子
供
一
人
月
額
一
三
〇
〇
〇
円
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
高
校
の
実
質
無
償
化
」
で
は
、
公
立
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
授
業
料
を
不
徴
収
と
す
る
と
と
も
に
、
公
立
高
等
学
校
以
外
の
高
等
学

校
の
生
徒
な
ど
に
そ
の
授
業
料
に
充
て
る
た
め
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
を
支
給
す
る
た
め
の
法
案
が
成
立
し
た
。
私
立
高
校
生
の
い

る
世
帯
に
は
同
額
の
就
学
支
援
金
を
助
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
」
で
は
、
国
民
が
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
環
境
の
実
現
に
向
け
、
一
層
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
三
月
の
「
周
産
期
医
療
と
救
急
医
療
の
確
保
と
連
携
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
」
を
受
け
、
周
産

期
医
療
協
議
会
の
設
置
、
周
産
期
医
療
体
制
整
備
計
画
の
策
定
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
の
指
定
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
認
定
、
周
産
期
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
周
産
期
医
療
体
制
の

充
実
が
図
ら
れ
る
た
め
の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
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「
二
〇
一
〇
年
度
対
策
資
料
」

三
―
三
―
三

二
〇
一
〇
年
度
対
策

二
〇
一
〇
年
は
、
主
に
、

（１）

子
供
の
育
成
を
支
え
、
若
者
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
社
会

（２）

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望
が
実
現
で
き
る
社
会

（３）

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
子
育
て
力
の
あ
る
地
域
社
会

（４）

男
性
も
女
性
も
仕
事
と
生
活
が
調
和
す
る
社
会

を
施
策
と
し
た
。

（１）

の
子
供
の
育
成
を
支
え
、
若
者
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、

「
子
ど
も
手
当
て
の
創
設
」「
教
育
費
負
担
の
軽
減
」「
幼
稚
園
等
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
」
の
他
、
低
所
得
者
へ
の
給
付
の
重
点
化
を

図
る
た
め
補
助
単
位
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
兄
弟
姉
妹
の
い
る
家
庭
に
対
し
て
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
教
育
に
取
り
組
む
環
境
の
整
備
」
で
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
や
民
生
委
員
な
ど
の
地
域

の
人
材
を
活
用
し
た
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
を
組
織
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
り
、
多
く
の
親
が
集
ま
る
機
会
で
の
学
習
機

会
の
提
供
や
相
談
対
応
策
な
ど
を
行
う
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

（２）

の
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望
が
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、

「
待
機
児
童
解
消
策
の
推
進
な
ど
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
と
し
て
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
、
民
間
保
育
所
に
お
け
る
受
け
入
れ

児
童
数
の
増
加
を
図
り
、
延
長
保
育
、
病
児
・
病
後
時
保
育
、
休
日
保
育
な
ど
保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
を
推
進
し
た
。
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ま
た
「
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
と
し
て
、

〇
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
、
あ
る
い
は
子
育
て
支
援
活
動
を
推
進
す
る
私
立
幼
稚
園
に
対
し
助
成
を
行
う
都
道
府
県
に
対
し
て
補
助

す
る
。

〇
複
数
企
業
間
で
の
共
同
設
置
を
含
む
事
業
所
内
保
育
施
設
の
設
置
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
分
野
な
ど
に
お
い
て
民
間
事
業
者

の
参
入
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
環
境
整
備
に
資
す
る
調
査
研
究
を
実
施
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

〔
総
合
的
な
放
課
後
児
童
対
策
〕
と
し
て
、

放
課
後
子
供
教
室
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
一
体
的
あ
る
い
は
連
携
し
て
実
施
す
る
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
推
進
を
図

っ
た
。

〔
出
産
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
〕
と
し
て
、

〇
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
出
産
育
児
一
時
金
を
四
万
円
引
き
上
げ
る
措
置
を
継
続
し
、
妊
産
婦
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
っ
た
。

〔
周
産
期
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
〕
で
は
、

〇
リ
ス
ク
の
高
い
妊
娠
に
対
す
る
医
療
、
高
度
な
新
生
児
医
療
等
の
周
産
期
医
療
を
行
う
総
合
周
産
期
医
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

そ
れ
を
支
え
る
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

（３）

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
子
育
て
力
の
あ
る
地
域
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、

〔
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
地
域
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
〕
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
拠
点
や
一
時
預
か
り
等

に
つ
い
て
、
身
近
な
場
所
へ
の
設
定
を
促
進
し
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
に
つ

い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
子
供
を
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守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

〔
中
小
商
業
活
力
向
上
事
業
〕
と
し
て
、

〇
商
店
街
な
ど
が
実
施
す
る
、
少
子
高
齢
化
、
安
全
・
安
心
な
ど
の
社
会
的
課
題
に
対
す
る
商
店
街
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
要
す
る

経
費
に
対
し
て
支
援
、
な
ら
び
に
少
子
高
齢
化
の
課
題
に
対
応
す
る
事
業
と
し
て
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援

施
設
の
設
置
・
運
営
事
業
な
ど
を
支
援
す
る
施
策
を
行
っ
た
。

〔
住
宅
に
お
け
る
支
援
〕
と
し
て
、

〇
公
的
賃
貸
住
宅
等
へ
の
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
お
よ
び
子
育
て
世
帯
の
居
住
の
安
定
確
保
を
図
る
先
導
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す

る
、
と
し
た
。

（４）

男
性
も
女
性
も
仕
事
と
生
活
が
調
和
す
る
社
会
を
目
指
す
施
策
で
は
、

〔
企
業
等
に
お
け
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進
〕
と
し
て
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進

す
る
た
め
の
施
策
を
行
っ
た
。

〔
労
働
時
間
な
ど
の
見
直
し
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進
〕
と
し
て
、
長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、
休
暇
取
得
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、

中
小
企
業
に
対
す
る
助
成
措
置
を
拡
充
す
る
な
ど
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
年
休
の
取
得
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
企
業
等
に
対

す
る
支
援
の
拡
充
を
図
っ
た
。

〔
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
〕

父
親
も
子
育
て
が
で
き
る
働
き
方
の
実
現
に
向
け
て
、
育
児
休
業
取
得
可
能
期
間
を
延
長
（
一
歳
二
ヶ
月
）
す
る
制
度
（
パ
パ
・
マ
マ

育
休
プ
ラ
ス
）
等
の
導
入
を
内
容
と
す
る
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
の
周
知
徹
底
な
ど
に
よ
り
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
の
施
策

を
行
っ
た
。
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〔
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
〕
と
し
て
、

○
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、
短
時
間
勤
務
制
度
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
の
助
成
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所

内
保
育
施
設
を
設
置
、
運
営
す
る
中
小
企
業
に
対
す
る
助
成
の
引
き
上
げ（
１
／
２
↓
２
／
３
）を
引
き
続
き
実
施
す
る
。
ま
た
、
育
児
休

業
等
の
取
得
な
ど
を
理
由
と
す
る
解
雇
、
退
職
勧
奨
等
不
利
益
扱
い
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
や
指
導
の
対
応
に
当
た
る
施
策

を
行
っ
た
。

○
「
中
小
企
業
―
―
一
般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
推
進
二
ヵ
年
集
中
プ
ラ
ン
」
の
実
施
に
よ
り
、
中
小
企
業
に
お
け
る
次
世
代
育
成

支
援
対
策
を
支
援
す
る
と
し
た
。

〔
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
〕
と
し
て
、

○
テ
レ
ワ
ー
ク
共
同
利
用
型
シ
ス
テ
ム
等
に
関
す
る
実
証
実
験
、
地
域
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
、
テ
レ
ワ
ー

ク
相
談
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
労
働
条
件
面
で
の
相
談
・
助
言
等
、
公
的
施
設
や
民
間
企
業
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
・
機
能
の
整
備
・

推
進
策
の
検
討
、
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
を
各
省
で
総
合
的
に
行
う
施
策
を
行
っ
た
。

〔
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
な
ど
の
拡
充
〕
と
し
て
、
事
業
拠
点
の
創
設
、
地
域
の
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
、
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
の
拡
充
施
策
を
行
っ
た
。
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【
参
考
文
献
】

・
岸
智
子
・
中
田
慶
子
（
二
〇
〇
〇
）「
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
雇
用
制
度
」
島
田
晴
雄
『
高
齢
・
少
子
化
社
会
の
家
族
と
経
済
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
株
式

会
社

・
兼
清
弘
之
（
二
〇
〇
五
）「
少
子
化
と
総
合
政
策
」
大
淵
寛
・
阿
藤
誠
『
少
子
化
の
政
策
学
』
人
口
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
三
、
原
書
房

二
三
七
―
二
五
五
頁

・
厚
生
労
働
統
計
協
会
『
厚
生
の
指
標

増
刊

国
民
の
福
祉
の
動
向

二
〇
一
一
／
二
〇
一
二
』V

ol.
58
N
O
.10,

五
五
―
七
九
頁

・
近
藤
共
子
（
二
〇
一
一
）「
地
域
人
口
と
国
土
計
画
・
地
域
振
興
」
吉
田
良
生
・
廣
嶋
清
志
『
人
口
減
少
時
代
の
地
域
政
策
』
人
口
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

九
、
原
書
店
、
一
七
一
―
二
一
五
頁

・
佐
藤
晴
彦
（
二
〇
一
一
ａ
）「
代
替
的
要
因
を
含
ん
だ
変
数
と
出
産
意
図
と
の
相
関
関
係
な
ら
び
に
そ
の
変
数
の
影
響
順
序
」『
国
際
公
共
経
済
学
会
』

第
二
二
号
、
国
際
公
共
経
済
学
会
、
一
〇
二
〜
一
一
一
頁

・
佐
藤
晴
彦
（
二
〇
一
一
ｂ
）「
現
実
的
要
因
と
代
替
的
要
因
で
比
較
し
た
出
産
意
図
分
析
―
男
女
・
年
齢
階
級
別
―
」『
経
済
学
論
纂
』
中
央
大
学
（
再

校
中
）

・
永
瀬
伸
子
・
白
波
瀬
佐
和
子
・
樋
口
美
雄
・
大
田
弘
子
（
二
〇
〇
六
）「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

少
子
化
を
考
え
る

―
財
政
の
役
割
―
」『
少
子
化
時
代
の

政
策
形
成
』
有
斐
閣
、
三
―
五
九
頁

・
堀
勝
洋
（
二
〇
〇
九
）『
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
原
理
・
法
・
政
策
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
一
三
―
二
七
五
頁

・
守
泉
理
恵
（
二
〇
一
一
ａ
）「
各
プ
ラ
ン
の
分
野
別
対
策
比
較
表
」
人
口
学
研
究
会
第
五
四
〇
回
例
会
（
一
二
月
一
〇
日
）
配
布
資
料

・
守
泉
理
恵
（
二
〇
一
一
ｂ
）「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
プ
ラ
ン
比
較
」
人
口
学
研
究
会
第
五
四
〇
回
例
会
（
一
二
月
一
〇
日
）
配
布
資
料

・
守
泉
理
恵
（
二
〇
一
一
ｃ
）「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
の
進
捗
」
人
口
学
研
究
会
第
五
四
〇
回
例
会
（
一
二
月
一
〇
日
）
配
布
資
料

・
山
口
一
男
（
二
〇
〇
五
）「
少
子
化
の
決
定
要
因
と
対
策
に
つ
い
て：
夫
の
役
割
、
職
場
の
役
割
、
政
府
の
役
割
、
社
会
の
役
割
」『
季
刊
家
計
経
済
研

究
』N

o.66,

（
財
）
家
計
経
済
研
究
所
、
五
七
―
六
七
頁

・
山
口
一
男（
二
〇
〇
六
）「
夫
婦
関
係
満
足
度
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス：

少
子
化
対
策
の
欠
か
せ
な
い
視
点
」RE

IT
I
D
iscussion

Paper
Series,

06−
J−
054,

一
―
三
八
頁

・
内
閣
府
（
二
〇
〇
四
）『
少
子
化
社
会
白
書
平
成
一
六
年
版
』
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
五
―
五
六
頁

・
内
閣
府
（
二
〇
〇
九
）『
少
子
化
社
会
白
書
平
成
二
一
年
版
』
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
―
一
五
九
頁

・
内
閣
府
（
二
〇
一
〇
）『
子
ど
も
子
育
て
白
書
平
成
二
二
年
度
版
』
佐
伯
印
刷
株
式
会
社
、
一
〇
―
一
八
、
三
三
―
四
四
、
五
〇
―
七
三
頁
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・
内
閣
府
（
二
〇
一
一
）『
子
ど
も
子
育
て
白
書
平
成
二
三
年
度
版
』
佐
伯
印
刷
株
式
会
社
、
三
―
一
二
〇
頁

・
増
田
雅
暢
（
二
〇
〇
八
）『
こ
れ
で
い
い
の
か
少
子
化
対
策
―
政
策
過
程
か
ら
見
る
今
後
の
課
題
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
四
〇
―
一
六
七
頁

・
三
冬
社
編
集
部
（
二
〇
一
一
）『
少
子
高
齢
社
会
総
合
統
計
年
報
二
〇
一
二
―
二
〇
一
三
』
株
式
会
社
三
冬
社
、
三
一
九
―
三
二
四
頁

（
１
）
な
お
、
「
こ
ど
も
」
の
表
記
方
法
は
、
本
稿
で
は
「
子
供
」
と
す
る
。
参
考
文
献
な
ど
で
「
子
ど
も
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

そ
の
と
お
り
に
用
い
る
。

（
２
）
そ
の
他
、
社
会
学
的
に
は
、
独
身
者
本
人
の
、
自
立
性
と
主
体
性
を
持
っ
て
生
き
る
力
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
択
す
る
力
、
人
間
関
係
を
つ
く
る
力
、

多
様
な
世
代
と
の
か
か
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
人
格
形
成
を
は
ぐ
く
む
環
境
が
喪
失
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
と
い
う
。
出
会
い
の
場
を
つ
く
る
能
力

や
調
整
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、
第
三
者
に
よ
る
見
合
い
等
の
機
会
が
減
少
し
て
い
る
状
況
で
は
、
学
校
や
職
場
し
か
な
く
な
っ
て
い
る
出
会

い
の
機
会
を
う
ま
く
利
用
で
き
な
い
で
い
る
（
板
本
洋
子
〈
二
〇
〇
四
〉）。

（
３
）
職
場
以
外
で
の
発
生
率
は
変
化
し
て
い
な
い（『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
編
集
委
員
会
、
二
〇
〇
五
）。

（
４
）
五
〇
〜
五
四
歳
層
で
見
て
い
る
（
内
閣
府
〈
二
〇
〇
四
〉
二
八
頁
、
第
一
―
二
―
一
四
図
参
照
）。

（
５
）
橘
木
、
他
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
る
と
、
結
婚
適
齢
期
に
あ
る
二
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
代
前
半
に
か
け
て
、
女
性
は
高
学
歴
ほ
ど
結
婚
し
な
い
比
率

が
高
く
、
一
方
の
男
性
は
低
学
歴
ほ
ど
結
婚
し
な
い
比
率
が
高
い
と
い
う
。

（
６
）
二
〇
一
一
年
版
よ
り
、
『
少
子
化
社
会
白
書
』
は
『
子
ど
も
・
子
育
て
白
書
』
に
名
称
が
変
更
に
な
っ
た
。

（
７
）
認
定
を
受
け
た
事
業
主
は
愛
称
「
く
る
み
ん
」
広
告
、
商
品
、
求
人
広
告
な
ど
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
８
）
一
八
八
九
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・
五
七
と
、
「
ひ
の
え
う
ま
」
と
い
う
特
殊
要
因
に
よ
り
過
去
最
低
で
あ
っ
た
一
九
六
六
年
の
合
計
特
殊

出
生
率
一
・
五
八
を
下
回
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
の
衝
撃
を
指
す
。


